
   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         「指揮者は時間を彫刻する」… 
 

 

                                日本を代表する指揮者の一人、佐渡
さ ど

裕
ゆたか

氏の著書に、

「棒を振る人生」～指揮者は時間を彫刻する（PHP 新書）がある。もしタイトルが

「棒に振る人生」…だったら大変だ。どれだけ頑張って指揮棒を振っても、

オーケストラがついてきてくれなければ、「棒に振って」しまう演奏となる。

あの小澤征爾が若き時代、日本のオーケストラにボイコットされて渡仏した

話は有名で、むしろそのことが「棒に振った」どころか、彼を「世界の小澤」

にしたとすれば、神様のなさることは絶妙であると言える。 

こんにち世界中のニュースを鑑みて、私たちの人生、家庭、職場、学

校、国内外の様々な時事問題。そろそろ私たちは、人間の力で「棒を振る」

のではなく、すべての主権を委ねられたと仰られるイェス様（マタイ２８の２０）に

指揮者になって頂いて、棒を振っていただかなければならない時が来てい

るのではないでしょうか。 
 

佐渡裕氏は、師と仰ぐレナルド・バーンスタイン（ウェスト・サイド・ストーリーで

有名な作曲者、指揮者、ピアニスト）の冒頭の言葉を副題に選びました。曰く… 
 

「指揮者は時間を彫刻する」…指揮者は彫刻家のようなもの。ただし大理

石ではなく時間を彫刻する。その作業には優れたバランス感覚を要し、最適

なリズムと全体の構造を把握しなければならない。どこで音楽が緊張し、高ま

り、鎮まって次に映るエネルギーを蓄えるのか。これは指揮者も学んで手にす

る事のできない神秘だ。音楽は時間の流れとともに存在する。だから音楽は

彫刻とは異なり、好きな時に手に取って眺めたりできない。すべて音楽は響く

と同時に消え去ってしまう。過ぎ去った時間を取り戻せない。 
  

佐渡氏は、自分は無宗教と言いつつ、「音楽のよろこびは神様が人間に与え

てくれたものだと思う」と書いている。そう認めざるを得ない神々しさが

音楽にはあると…。その神々しさが最大に歌われているのが「Song of 

Songs」と呼ばれる「雅歌」。ソロモン王とシュネムの女（一般人）の愛情を描

いた詩文は、王の王なるイェス様と私たちの関係が投影される。 

礼拝もメッセージも「響く」と同時に消えてゆくが、主は私たちの心に何

かを刻んでくださっている。この方に指揮棒を委ねたら、けして人生を棒に

振ることはないばかりか、美しい響（ゴスペル）の中に生きることができる… 
 

「わが愛する者よ、わが麗しき者よ、立って出てきなさい」 雅歌２の１０ 

 

  
 

本日のプログラム （11：00-12：10） 
 

 

 

ご挨拶 

黙祷/お祈り 

 

賛美       輝く栄光/Goodness of God/わが魂いざたたえよ 

 

主の祈り 

聖書朗読     雅歌２章８～１３節 （旧約聖書・口語訳 P.９３４） 

 

 

誕生祝福 

特別ゲストの証と賛美  伊藤美結さん 

                    祝・ご卒業 The School Of Acts （マレーシア） 

 

                「あなたがすべて」 
 

 

聖書のお話  歌の季節がやって来る 牧師 倉知契 

 

 

賛美と献金     Goodness of God 

頌栄         ハレルヤ 
祝祷 

 

報告 

 
 

 
 

牧師のコラム 

土の器   

 

TODAYS Ministry Team 
 

ピアノ 
ギター 
ベース 
ELピアノ 
ドラム 
ヴァイオリン 
 
アシスト 
 
 
 
 
司会・祈祷・聖書 
献金係 

 
受付 
メディア 

 
 

倉知契師 
天埜寛治さん 

大神美乃さん 
倉知日々喜さん 

近藤ローレンさん 
近藤エバンさん 
倉知なのかさん 
ジェユンさん 
天埜恵子さん 

深谷明美さん 
桑原由美さん 
伊藤美結さん（恵今 ）

小木秀夫さん 
小栗良子さん 

神林玲菜さん 

近藤里奈さん 
大神真伸さん 
小木秀夫さん 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202５．3.２（Sun） 
主日礼拝 

瀬戸カルバリーチャペル 

 

瀬戸カルバリーチャペル × Seto LIFE ART Studio 
 

489-0909 愛知県瀬戸市みずの坂 5-64    0561-48-8899 
主任牧師：大川従道  担当牧師：倉知契   kei.kurachi@gmail.com 
日曜礼拝 朝 11時//木曜祈祷会 朝１０時半//ジョイキッズ 日曜朝９時４５分 
※本日のチャペルも左の QR コードからご覧いただけます。夜７時頃に配信予定 

【チャペル・ニュース】 
 

◆ おひとりお一人を心から歓迎します！礼拝後は自由な茶菓と珈琲タイム。

ゲストの伊藤美結さんとも良いお交わりを。特別賛美の練習後・役員会。 

 

◆ 木曜祈祷会は10時半～12時。御言葉をさらに深めましょう！ 

◆ 次週の礼拝の跡、12時20分～13時まで、「転入会（メンバーシップ）の学

び会」をします。受洗・転入をご希望の方、すでに転入された方も含めて、ど

なたでも参加できます。13時には終わりますがその後、質問タイムも！ 

  

◆ 祈りのリクエストは、ロビーにある赤いポストへ。心を込めて祈ります。 

◆ お互いの健康、受験生の進路、教会の働きのためにお祈りください。 

 
 

 

 

Message Note（メッセージノート） 
 

１．あなたにも          （          ）がやってきます！ 

 
 

私たちが普段から話し聞くべき３つのメッセージ 

１．あなたは（       ）だよ＝不可能ではない 

２．あなたと（       ）だよ＝独りではない 

３．あなたに（       ）よ＝信じている 

 

２．             をもっと求めましょう。 

今まで以上に     しましょう。そのことを     ましょう。 
 

主が共におられることをイメージし、待ち望み、期待しましょう。ダビデは、「私は目の前に

主を置いた」と言いました。現実に向き合う自分の前に主の臨在を「置いた」のです。 

 

ダビデとゴリアテと… 
 

これが霊的な現実です！ 

This is spiritual Reality! 

 

mailto:keikura@gmail.com

